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令和５年３月３日 

 

読谷村議会 

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

 仲 眞 朝 雄  印 

  

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 524 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ スポーツキャンプ地、観光地として我が村の認知度が高まるとと

もにレンタカー等、交通量が増加している。村民、来訪者双方の交

通安全の強化を図るため、次の地点をはじめ危険箇所を改善すべ

きではないか。見解を求める。 

（１）都屋漁港近くの信号機の無い交差点、停止線はあるが認識しづ

らい。 

（２）楚辺トリイステーション前の急坂。通学路があり雨天など危

険。 

（３）先進農業支援センター北門前信号機の無い三叉路。停止線､標

識､中央線ともに無し。 

 

 

２ 近年、葬送の自由が求められるようになり多様なスタイルが見ら

れる 

（１）公営墓地建設構想の見直し事項は。 

（２）移住者などのニーズ把握は。 

（３）海洋散骨とはどういうものか。過去に本村で実施されたか。ま

た実施は可能か。 

（４）観光その他の不利益も想定される事から、条例で規制する自治

体も見られる。本村も必要ではないか。見解を求める。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

３ 待望の大湾大橋が開通した 

（１）付近の交通状況にどのような変化があったか。 

（２）今後の交通環境整備は。 

 

４ 村立小中学校の防犯体制 

（１）外部からの侵入防止策は。 

（２）装備品と侵入を想定した訓練内容､頻度を問う。 

 

 


